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   参考資料の配付について 

 

 このことについて，下記の資料を別添のとおり配付いたします。 

 

記 

 

１ 配付資料 

  北海道新幹線に係るこれまでの主な経過等 
 

 

 

 

     （計画推進室交通政策課新幹線対策担当  TEL 21-3624） 
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北海道新幹線に係るこれまでの主な経過等 

１．北海道新幹線建設に係る主な経過 
 
S45.5.18 

 
全国新幹線鉄道整備法制定 
 

 
S48.11.13 

 
北海道新幹線（青森・札幌間）の整備計画決定 
 
 
 
・ 主な経過地は函館市附近と記載 
 

 
H6.11.18 

 
函館市と北海道で確認書および覚書を締結 
 
 
 
・ 北海道新幹線の函館市付近駅については，現渡島大野駅に設置する

ことを地元として合意する。 

・ 新幹線駅と現函館駅とのアクセスについては，在来線を改良して実

現することとし，地元が責任を持って対応する。 

・ 「在来線を改良して」とは，在来線の３線化方式により，現函館駅

に新幹線車両を乗り入れるための改良工事であると認識する。  
 
H10.2.3 

 
日本鉄道建設公団から北海道新幹線（新青森・札幌間）の駅・ルート

が公表される 
 
 
 
・ 函館地域の新幹線駅は現渡島大野駅に設置 
 

 
H17.8.22 

 
北海道から｢新函館駅と現函館間のアクセス｣に係る回答が示される 
 
 
 
・ 確認書では，新幹線車両の現函館駅への乗り入れを想定しているが，

線路工事費は莫大なものとなり，しかも全額地方負担となるため，現

実的にはその実現は困難である。 

・ 新幹線と在来線のホームを共通のものとすることで，鉄道利用者の

利便は十分図られる。 

・ 北海道としても，新函館駅・現函館駅間のアクセス充実について，

関係機関に対し要請していく。  
 
H23.12.13 

（資料１） 

 
北海道から｢新函館・現函館間の鉄道運行等に関する基本的事項｣が

示される 
 
 
 
・ 北海道は，第三セクターの設立・運営に必要な出資，初期投資，運

営経費などについて，応分の負担を行う。  
 
H23.12.13 

（資料２） 

 
北海道旅客鉄道株式会社から｢現函館駅・新函館駅間の鉄道アクセス

の充実について｣が示される 
 
 
 
・ 札幌開業後においても，当社としては第三セクターからアクセス列

車の運行委託を受ける用意がある。  
 
H23.12.21  

（資料３） 

 
函館市長が並行在来線（函館・小樽間）の北海道旅客鉄道株式会社か

らの経営分離に同意する意向を表明 

（H24.5.16 国土交通省に文書にて回答） 
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H24.6.29 

 
国土交通省が北海道新幹線（新函館・札幌間）の工事実施計画を認可 
 

 
H24.8.25 

 
北海道新幹線（新函館・札幌間）着工 
 

 
H28.3.26 

 
北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）開業 
 

 
R12年度末 

 
北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）開業予定 

 

 

 

２．北海道新幹線並行在来線対策協議会における主な議論経過 
 

 (1) 協議会の目的 

  ・ 北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の開業に伴い，北海道旅客鉄道株式

会社から経営分離される函館線（函館・小樽間）沿線の地域交通の確保に係

る検討等に関する協議を目的として北海道および沿線の１５市町で構成さ

れる。（平成２４年（2012年）設置） 
 

 (2) 渡島ブロック会議 

  ・ 協議会を円滑に運営するため，渡島ブロック会議（函館・長万部間）と後

志ブロック会議（長万部・小樽間）を設置する。 

＜渡島ブロック会議構成員＞ 

・ 函館市長，北斗市長，七飯町長，鹿部町長，森町長，八雲町長，長万部町長， 

北海道総合政策部交通企画監，渡島総合振興局長 
 

 (3) 方向性の決定時期 

  ・ 令和元年（2019年）８月開催の第６回渡島ブロック会議において，これま

で札幌開業の５年前までに方向性を決定するとしていた時期を前倒しし，早

い段階での決定を目指すことが確認されている。 
 

(4) 函館線（函館・小樽間）収支予測等調査 

・ 令和３年（2021年）４月開催の第８回渡島ブロック会議において，①第三

セクター鉄道とした場合，②バス転換とした場合，③第三セクター鉄道（函

館・新函館北斗間）とバス転換（新函館北斗・長万部間）とした場合の３パ

ターンにおける収支予測等の調査結果が報告された。 

＜③第三セクター鉄道（函館・新函館北斗間）に係る収支予測等調査結果＞ 

・ 初期投資：148.0億円 

・ 単年度収支（2030年度）：▲9.4億円 

・ 開業30年間累計※：▲484.2億円 ※初期投資，単年度収支の合計 
   ※上記収支予測等調査結果は③のうちバス転換（新函館北斗・長万部間）を含まない。 
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(5) 収支予測等の見直し・精査結果 

・ 令和４年（2022年）８月開催の第９回渡島ブロック会議において，前回調

査の初期投資や単年度収支などについて見直し・精査の結果が報告された。 

＜③第三セクター鉄道（函館・新函館北斗間）に係る収支予測等精査結果＞ 

・ 初期投資：131.7億円（▲16.3億円） 

・ 単年度収支（2030年度）：▲6.7億円（+2.7億円） 

・ 開業30年間累計※：▲405.1億円（+79.1億円） ※初期投資，単年度収支の合計 
   ※上記収支予測等調査結果は③のうちバス転換（新函館北斗・長万部間）を含まない。 
 










